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挨 拶 

 

鹿 児 島 県 出 水 市 と は 、ツ ル の 縁 で 、平 成 ２ ０ 年

１ １ 月 に 友 好 都 市 提 携 を 結 び 、こ れ ま で 、保 護 ツ

ル の 移 送 や 大 規 模 イ ベ ン ト で の 特 産 品 販 売 な ど 、

様 々 な 交 流 を 行 っ て ま い り ま し た 。  

こ の よ う な 中 、両 市 の 友 好 関 係 を 将 来 に わ た り

良 好 に 保 つ た め 、平 成 ２ ７ 年 度 よ り 青 少 年 に よ る

訪 問 団 を 相 互 に 派 遣 す る こ と と い た し ま し た 。  

平 成 ２ ７ 年 ７ 月 に 、出 水 市 よ り 、１ ２ 名 の 青 少

年 を お 迎 え し 、市 内 の 教 育 施 設 や 企 業 等 の 見 学 と

と も に 、民 泊 体 験 等 を 通 じ て 、地 域 の 皆 様 と 十 分 な 友 好 交 流 を 図 っ て

い た だ き ま し た 。  

そ し て 、同 年 １ ２ 月 に は 、高 校 生 ２ 名 、中 学 生 １ ０ 名 、同 行 職 員 ２

名 の 計 １ ４ 名 に よ る 本 市 の 友 好 都 市 訪 問 団 が 出 水 市 を 訪 問 し ま し た 。 

団 員 達 は 、出 水 市 の 歴 史 や 特 徴 等 を 学 ん だ り 、民 泊 家 庩 と 積 極 的 に

交 流 を 図 る こ と で 、友 好 都 市 の 魅 力 や 意 義 を 理 解 す る こ と が で き ま し

た 。こ の よ う な 団 員 達 の 現 地 で の 貴 重 な 体 験 や 学 び 、友 好 都 市 へ の 思

い な ど を 、 こ の た び 、 報 告 書 と し て 取 り ま と め ま し た 。  

団 員 の 皆 さ ん に は 、出 水 市 で の 経 験 を 通 し て 得 ら れ た 自 信 や 学 び を

自 身 の 財 産 に さ れ 、今 後 も 、本 市 と 出 水 市 の 友 好 の 懸 け 橋 と し て ご 活

躍 い た だ き た い と 存 じ ま す 。  

終 わ り に 、本 事 業 の 実 施 に 当 た り 、出 水 市 を は じ め 現 地 で ご 対 応 い

た だ き ま し た 皆 様 、ま た 、団 員 を 温 か く 受 け 入 れ て い た だ き ま し た 民

泊 家 庩 の 皆 様 に 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  

 

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 １ 日  

周 南 市 長  木村 健一郎
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●市の概要 

ツルの渡来地として有名で、ねぐらとなっている荒崎（あらさき）

地区では、近年、１万羽を超えるツルが渡来してきます。 

観光名所としては、ツル博物館クレインパークいずみやツル観察

センターなど、ツルに関する施設のほか、国の重要伝統的建造物群

保存地区に選定されている麓（ふもと）武家屋敷群があり、長い間

この地を治めていた薩摩藩士の気風を今に漂わせています。 

 

人 口 ５４，９２４人 （平成２８年２月１日現在） 

面 積 ３２９．９８平方ｋｍ 

アクセス ＪＲ徳山駅から新幹線で約２時間３０分 

特 産 品 みかん、いちご、たまご、お茶、焼酎、はちみつ など 

市 の 花 ツツジ 

市 の 木 イヌマキ 

市 の 鳥 ツル 

 

鹿児島県出水市について 
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●友好都市提携のあゆみ 

本市と出水市は、友好都市提携以前から、ツルの渡来地として、

八代小学校の児童が出水市の中学生と交流したり、観光協会が相互

訪問したりするなどの交流を行っていました。また、八代のツルの

渡来数が減少したことを踏まえ、出水市の保護ツルを八代に移送す

るという計画を立ち上げ、平成１８年２月に初めて保護ツルを移送

しました。 

こうした中、出水市からツルを縁として友好都市を結ぶことを前

提に、文化・教育・経済のさまざまな分野で交流の申し出があり、

周南市としても、ツルにとどまらず、地域活性化や市民生活の更な

る向上につながることから、平成２０年１１月に友好都市提携を結

びました。 



4 

平成２７年度 周南市友好都市訪問団 行程表 

 
日次 時間 内容 場所 

２６日 

（土） 

8:44 徳山駅 出発 新幹線 

11:09 出水駅 着 
 

11:30 昼食 出水駅観光特産品館「飛来里」 

12:15 東光山見学 東光山公園 

13:00 歓迎会 出水市役所 

13:45 ツルの学習 ツル博物館クレインパークいずみ 

16:30 

18:00 

19:00 

20:00 

21:30 

22:00 

青年の家 入所式、オリエンテーリング 

夕食 

入浴 

天体観測 

就寝準備 

消灯 

青年の家 

２７日 

（日） 

5:30 

6:00 

起床 

青年の家 出発 
青年の家 

6:30 ツルの飛び立ちの観察及びツルクラブとの交流 ツル観察センター 

8:30 

9:10 

9:45 

10:00 

朝食 

清掃、出発準備 

閉所式 

青年の家 出発 

青年の家 

10:30 特攻碑公園等の見学 特攻碑公園等 

12:00 昼食（いずみ親子ステーキごはん） 竹の子 

13:30 出水麓武家屋敷見学及び観光牛車体験 出水麓武家屋敷 

15:30 感応禅寺見学及び座禅体験 感応禅寺 

17:00 入村式 中央公民館小ホール 

  民泊家庭に移動。移動後、民泊体験 民泊家庭 

２８日 

（月） 

  民泊体験（昼食） 民泊家庭 

12:30 離村式 中央公民館小ホール 

13:15 出水駅観光特産品館「飛来里」で買物 出水駅観光特産品館飛来里 

14:20 出水駅 発 新幹線 

16:32 徳山駅 着 
 

  解散 徳山駅 
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★周南市友好都市訪問団 団員名簿★ 

 

P14 

周南市立富田中学校１年 

長﨑 泰祐 ながさき たいすけ 

 

P15 

周南市立熊毛中学校２年 

野村 若加奈 のむら わかな 

 

P16 

山口県立高森みどり中学校１年 

福本 高良 ふくもと たから 

 

P17 

周南市立周陽中学校１年 

宮田 尚佳 みやた なおか 

 

P18 

周南市立富田中学校１年 

山下 紗和子 やました さわこ                

 

P19 

山口県立高森みどり中学校１年 

山下 晴生 やました はるき 

 

P8 

山口県立南陽工業高等学校２年 

山崎 青空 やまざき そら 

 

P9 

山口県立南陽工業高等学校１年 

小林 開晟 こばやし かいせい 

 

P10 

周南市立熊毛中学校１年 

河村 ひかるかわむら ひかる 

 

P11 

周南市立富田中学校１年 

清水 瞳美 しみず ひとみ 

 

P12 

周南市立熊毛中学校１年 

武田 梨瑚 たけだ りこ 

 

P13 

周南市立熊毛中学校１年 

田中 虎太郎 たなか こたろう 
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友好都市訪問団 活動の様子 
平成２７年１２月２６日（土）～１２月２８日（月） 同行者：芳賀 美里 記 

 

 

 出水駅で出水市の職員の方々に歓迎していただき、昼食をとって、

出水市の美しい全景が一望できる東光山に行きました。 

その後、出水市役所において、渋谷市長、溝口教育長、出水市のマ

スコットキャラクター「つるのしん」をはじめ多くの方々に歓迎して

いただきました。 

 クレインパークいずみでは、出水市の特徴であるツルについて理解

を深めました。団員達は、歓迎会までの緊張した面持ちはなくなり、

真剣にツルのことについて学ぶ姿が見られました。 

青年の家では、夕食・入浴後に、天体観測を行う予定でしたが、あ

いにくの曇り空だったため、天体に関する話を聞いたり、天体ドームにある大型天体望遠鏡を見学した

りして楽しみました。男女それぞれ６人が同じ大部屋での宿泊だったため、団員同士の仲が一層深まっ

た一夜となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツルの飛び立ちを観察するため、早朝５時３０分に起床し、ツル

観察センターへ向かいました。早朝にも関わらず、団員達は元気な

様子で、飛び立ちの観察をとても楽しみにしているようでした。ツ

ル観察センターでは、地元中学生の活動グループであるツルクラブ

と対面し、観察にあたっての説明を受けました。その後は、寝てい

るツルを起こさないよう静かに外へ出てじっと飛び立つのを待ち

ました。飛び立ちの計測の際には、団員達はカウンターを使って、

飛び立ったツルの数を数えていましたが、その数の多さに計測がと

ても難しいと悔しがっていました。 

その後、出水市の職員の方から特攻碑公園や掩体壕などを案内していただき、平和学習を行いました。

当時の様子を聞いたり、施設などを巡ったりすることで、平和の尊さについて改めて考えさせられまし

た。 

１２月２６日（土） 

市長、教育長、つるのしんとともに 

１２月２７日（日） 

たくさんのツルが飛び立っています 

夕食の様子 夕食の様子 クレインパークいずみでのツル学習 
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昼食は、出水市のご当地グルメである「いずみ親子ステーキごは

ん」を食べました。団員達は１つの卵に２つの黄身が入っているこ

とに驚きながら、おいしい食事を楽しみました。 

午後からは出水麓武家屋敷群において、観光牛車体験や武家屋敷

を見学しました。団員達は、周南市では見ることができない牛車や

武家屋敷に目を輝かせていました。感応禅寺での座禅体験は、団員

達は怖がりながらも積極的に肩を打ってもらっていました。 

そして、最も楽しみにしていた団員が多かった民泊体験の入村式

が行われ、お世話になる民泊家庩の方々にあいさつをして、団員３

人ずつ４家庩に分かれ、民泊体験がスタートしました。初対面の民

泊家庩の方々とのあいさつは、まだ、ぎこちなく、団員達の表情は緊張していながらも、出水市の方々

との交流や体験が楽しみだという様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

各家庩で様々な体験が用意されていましたが、どの民泊家庩でも団員達が体験を楽しみ、家族との時

間を素敵な笑顔とともに過ごしている様子でした。 

あっという間に民泊体験も終わり、離村式が行われました。約１日という短い時間でしたが、本当の

家族のような時間を過ごした方々との別れを惜しみました。 

その後は、出水駅観光特産品館「飛来里」で、家族や学校の先生などへのお土産を購入し、たくさん

の人に見送られながら出水市を離れました。 

今回の派遣事業を通して、団員達は初めて経験することがたくさんあったと思いますが、積極的に行

動し、それぞれが交流を深めていました。いつまでも、この経験と友好都市との絆を大切にして欲しい

と思います。

１２月２８日（月） 

田中家 

玄米茶作り等 

家族と共に、

広大な野山を

駆け回ってい

ました。 

田頭家 

養豚等 

子豚の扱いに

手こずってい

ました。 

大平家 

ピザづくり等 

皆さん、とて

も料理が上手

でした。 

東家 

かるかんづく

り等 

まったりと家

族団らんを楽

しんでいまし

た。 

牛と皆さんと一緒に 
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山口県立南陽工業高等学校 

２年 山崎 青空 
 

 

 今回参加させてもらい、たくさんの経

験や学ぶことができました。 

 団長をやらせてもらったので、人前で

話す難しさや団員をまとめたりなどの

経験もすることができました。 

 ツルの飛び立ちや民泊体験、座禅体験

などもこの訪問団に参加してないと体

験できてなかったと思うので、本当に参

加して良かったと思っています。 

 また、コミュニケーションをとること

の大切さもよく分かりました。ほとんど

の団員が中学生で最初は全然話せなか

ったけど、コミュニケーションをとることによって話せるようになりました。学校の

先生がよく就職してからコミュニケーションをとることが一番大切だと言っていた

ので、これもいい経験となりました。 

 僕は今回の活動のなかで民泊体験が一番印象に残りました。 

 民泊先のお母さんには料理の作り方を学び、お父さんには「何事も経験してみるこ

と」を教えてもらいました。他にも鹿児島の方言や出水のこともいろいろ知ることが

できました。 

 また、ブタを抱いたり、ブタの

お世話も初めて体験することがで

きました。本当に民泊体験は良い

経験ができたと思います。 

 僕は人生で初めて人を引っ張る

という立場でしたが、副団長や民

泊の他の班長たち、そして引率し

てくださった伊藤さん芳賀さんの

協力があり、無事に全員が笑顔で

山口に帰って来れたので団長をや

ってみて良かったと思っています。

他の団員たちも協力してくれたの

でやりやすかったです。最後には

みんなからのサプライズでの寄せ書きは本当にうれしかったです。 

 もしかしたら周南市の訪問団員に参加することは最初で最後なのかもしれないけ

ど参加できてよかったです。思い出もたくさんできました。充実した３日間でした。

貴重な経験をありがとうございました。また機会があれば参加したいです。 
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山口県立南陽工業高等学校 

１年 小林 開晟 
 

 

僕はこれまで、自分の力で行動する、人と協力して何かをする、成し遂げるという

ことをあまりしてなかったと思います。 

 自立するという意味でも、今回の訪問団は、とても良い経験をすることができたと

思います。 

 僕はずっと民泊が丌安でした。

また三人で一家ということもあり、

後輩達と仲良くできるか、民泊先

で迷惑をかけないか、などといっ

たことを頭の中で考えていました。 

 しかし、時間が経つにつれて、

後輩達とも仲良くなり、民泊先で

の方々とも親しくでき、充実した

日々を送ることができました。 

 その前日、青年の家に泊まった

時も、団員全員で協力し、時間厳

守で行動することができました。 

 今でも頭の中に鮮明に残ってい

るのは約１万４千羽のツルです。 

 山口県には数羽しかいないので、あれだけの数には度肝を抜かれました。ツルたち

は一斉に飛び立ったので、空の一部が黒く染まっていました。 

 また、牛車に乗ったり、座

禅体験をしたりなど、特別な

体験をさせていただきました。 

 二泊三日という短い期間に

最初は丌安しかありませんで

したが、徐々に親しくなり、

良い思い出をつくることがで

きました。 

 これは僕達だけに言えるこ

とではなく、出水市の方々と

の間でも言えることです。 

 快く受け入れて下さった民

泊先の方々との思い出・先輩

や後輩達とつくった思い出を

これからも大切にしていきた

いです。 
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周南市立熊毛中学校 

１年 河村 ひかる 

 

今回の友好都市交流として鹿児島行

きましたが、とても有意義なものにな

りました。 

 新しい仲間と共に行って、とても緊

張しましたが、出水市の人たちはとて

もやさしかったので、とてもうれしか

ったです。 

一番最初に行ったツル博物館クレ

インパークいずみでは、頭に入りきら

ないほど、ツルの詳しい情報や歴史、

生態、特徴などを知り、出水市はツル

と共に暮らしてきたと思ったし、祖母

がこの場所で育ったのだなと実感し

ました。それに、今、すみかが減ってきていることで、人とツルの共生が必要という

問題も知りました。これを通して、八代もツルと共生することが必要ということも分

かりました。一日目の夜は青年の家に泊まり、新しい仲間と、とても仲良くなりまし

た。星座の説明でも、感心するばかりでした。 

二日目の朝早く、日も上がらない時間に、出水市の荘中学校の人達は、私たちに羽

数調査の調べ方を丁寧に教えてくれました。このツルクラブの始まりも、五十年以上

もの歴史をもち、学生が自主的に取り組んでいると聞き、出水市のツルは、人間の身

近な存在であり、大切な存在で愛されていて、出水市はいい所ばかりだなと思いまし

た。また、その日には、特攻碑公園など

で戦争がこの場所にも来たことが分か

り、武家屋敷見学では、武士にとって自

分の城である屋敷の色々なしかけを見

たり、牛車に乗ったりして、感応禅寺で

は座禅をくみました。 

そして、泊まる場所は民泊で、私にと

って生まれて初めての体験でした。私が

泊まった東さんの家庩はとても優しく、

三日目には、ぼんたん狩りや、鹿児島名

物かるかんまんじゅうを作ったりと、と

ても楽しい時間を過ごしました。お別れ

のときは少し悲しかったです。山口に帰

り、家族や友達にたくさんツルのこと、

武家屋敷など話すことがたくさんありました。 

 今回の交流で、鹿児島のツルのことをたくさん知れたり、いい所をたくさん発見で

きたので、これから発展に変えてみたいです。 
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周南市立富田中学校 

１年 清水 瞳美 
 

 

私がこの友好都市訪問団に参加し

て、一番印象に残ったことは、ツル

の飛び立ちです。朝早く起きたので

とてもねむたかったのですが、その

飛び立ちを見たら、ねむけがとんで

いってしまいました。八代とはくら

べものにならないくらいの数のツ

ルがねどこから飛び立っていくの

でとてもおどろきました。カウンタ

ーで数を数えるのも忘れるくらい

でした。 

あと、印象に残ったのは民泊体験

です。民泊先のお父さん、お母さん

はとても優しく、とてもおもしろいかたで、のびのびと過ごせました。夕ご飯の前に

つるどん焼き、というおかしを食べ、夕ご飯にパエリアをみんなで作って、たくさん

おかわりをし、からあげやサラ

ダなど、たくさんごちそうをい

ただきました。飼い犬のくーち

ゃんとも仲良くなれ、いっしょ

に散歩にいったりもしました。

この民泊の中でも心に残ったの

はピザ作りです。手製のかまど

でやいたピザはとてもおいしく、

たくさん食べてしまいました。

ピザを手作りしたことは何度か

あるのですが、このピザがいま

まで食べた中で一番おいしかっ

たと思います。 

 ツルの飛び立ちの観察や民泊

体験の他にも、ツルの学習をし

たり、いずみ親子ステーキご飯を食べたり、牛車に乗ったり座禅をしたり…とたくさ

んのことをしました。これらは、周南市ではできないことだと思うので、貴重な体験

だったと思います。それに出水市に行ったことで逆に周南市のよさも、よく分かった

ようなきがします。 

これから、出水市で体験したことを活かして、出水市や周南市の魅力を発信できる

人になっていきたいと思います。 
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周南市立熊毛中学校 

１年 武田 梨瑚 
 

 

 私が友好都市訪問団に参加して一番

楽しかったことは民泊です。東さんの家

では、みかんがりを体験させていただき

ました。私はみかんが大好きで、みかん

好きとしてはたまらない体験となりま

した。他には、鹿児島のお菓子のかるか

んを作りました。かるかんは、もち米や

じねんじょうを使って作るそうです。お

土産屋さんで買ったかるかんは少しパ

サパサしていました。でも東さんの家で

作ったかるかんはもちもちしていて家

庩によって味や食感が違うことが分か

りました。 

 二日目の朝は、つるを見ました。鳴き声は遠くでもよく聞こえて、屋上で見たとき、

迫力がすごかったです。つるが横一列で同じ方向に飛んでいく姿は美しく、感動しま

した。クレインパークでは、つるの生態を学ぶことができました。熊毛にはなかなか

来ないので、つるの習性を利用したら、つるが鹿児島だけでなく熊毛にも来るように

なると思います。そのために、私から積極的に行動する必要があるので、熊毛につる

と共に元気が戻るように地域のボランティアに参加していきたいです。 

 武家屋敷の見学では、島津家の古いお屋敷を見ました。昔ながらの建物で、木のぬ

くもりを感じることができました。 

 今回の訪問団に参加してみて、行く前とくらべてみると、行った後の方が大きく成

長したと思います。私は、出水市の方のあたたかさがとてもうれしくて、自分達もそ

うして人を受け入れなければなら

ないと思いました。 

今回体験したことを、これまで

の自分をより良いものにしていく

ために、活かしていけるようにし

ていきたいです。また、これまで

参加していなかったボランティア

に参加して、熊毛の良いところを

いろいろな所に紹介して、今より

も多くの人が訪れてほしいです。

今回の訪問団は一生忘れない、大

切な思い出です。 
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周南市立熊毛中学校 

１年 田中 虎太郎 
 

 

 今回、この訪問団に参加して、出水のすばらしいところにたくさん気付きました。 

ぼくは、出水に行ったのは三回目でしたが、前の二回は一泊二日で行ったので、つ

るしか見ることができませんでした。だから、出水には「つる」というイメージしか

ありませんでしたが、にわとりの生産や武家屋敷があることが分かりました。 

 一日目には、出水全体を見るこ

とができる展望台に行きました。

そこには、自然と街がバランスの

とれた風景が広がっていました。

人が住む街とつるが住む田がしっ

かりと分けられていて、共存でき

ているなと思いました。その後、

歓迎会がありました。出水市長を

はじめとする方々のあたたかい歓

迎に、来てよかったと思いました。

市役所を出発して、クレインパー

クに行きました。クレインパーク

では、死んでしまったつるを触っ

たり、はくせいの倉庨に行ったり

など貴重な体験ができました。 

二日目には、早朝にねぐらから出てくるつるの羽数を数えました。とても難しく、

いつも数えている人たちの苦労が分かりました。その後、いずみステーキごはんを食

べました。黄身が二つの双子を初めてみました。それに、たまごかけごはんが苦手だ

ったぼくがこのごはんで好きになりました。その次に、武家屋敷に行きました。最初

は牛車を体験しました。いちょうのオスとメスの見分け方やつるの恩返しの続きを聞

きました。牛の力が強いことにびっく

りして、すぐに終わってしまったけど、

とても楽しかったです。次に武家屋敷

を見学しました。ためになる話が聞け

てよかったです。その後、民泊家庩に

移動しました。 

 三日目、民泊体験で黒ブタのお世話

をしました。赤ちゃんはとてもかわい

かったです。あたたかい家庩で過ごす

ことができてとても幸せでした。 

 ぼくは、また行く機会があれば、行

ってみたいと思いました。 
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周南市立富田中学校 

１年 長﨑 泰祐 
 

 

 ぼくは、こんかい、周南で

は学べないことをたくさん学

ぶことができました。 

特に、民泊体験が心に残り

ました。いままで豚という生

き物に対して接してきたこと

がありませんでした。また、

夜には、野生のシカに会いに

も連れていってくれました。

シカに会ったときは、すこし

おどろいてしまいました。周

南市では野生のシカにあえる

ようなことはないと思うので、

とても貴重な体験ができまし

た。また、卵の中にきみが二

つ入っていることも少しおど

ろきでした。 

 その他にも、座禅体験やツルの観察や牛車体験などがありました。 

 ツルの飛び立ちでは、約一万羽という周南市とでは、大違いな数でした。朝日が入

りツルが飛びたったときには、「はくりょくあるな」と思いました。牛車体験では、

ゆっくりと武家屋敷を見て回ることができました。今でもあういうふうに残っている

のは、歴史を大切にしようという心がまえがあるからだと思います。周南市でもその

ような所があります。例え

ば陶の道でもむかしの人の

努力があってこういうふう

に残っているんだと思いま

す。 

 今回の周南市友好都市訪

問団に参加してみてたくさ

んの人々とふれあい、いっ

しょに行った仲間とも友達

になることができました。

行った時よりも帰ってきた

方が自分が成長できている

と思います。 

 本当にありがとうござい

ました。 
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周南市立熊毛中学校 

２年 野村 若加奈 
 

 

 私は今回、周南市友好都市訪問団として、出水市を訪問して、多くのことを学びま

した。 

 方言の違いや、鶴の種類や数

の圧倒的な多さなど、普段関わ

ることのないことを間近で感じ

ることができて本当によかった

です。 

 出水市を訪問して特に心に残

っていることは、鶴の飛び立ち

の観察と民泊体験です。 

鶴の飛び立つ姿はまだ一度も

見たことがなかったのでどんな

感じだろうと凄くワクワクして

いました。実際に見てみると、

その姿はとても生き生きとして

いて美しかったです。 

民泊体験では、普段と変わらない馴染み深い時間を、仲間や体験先のご家族のみな

さんと一緒に楽しく過ごすことができました。一緒にお話をしたり、食事をしたり、

お手伝いをしたりなど、いい思い出がいっぱいです。 

 また、民泊体験や移動中の会話によく方言が出てきました。私には何と言っている

のかよく分からず、呪文のように聞こえること

が多々ありました。方言だけで山口とこんなに

も違うんだなと驚くばかりでした。 

 周南と出水で共通していたことはお互いに助

け合って、鶴を守ろうと頑張っていたところで

す。 

 周南には近年飛んでくる鶴の羽数がとても少

ないので、その数が増えるようにと、出水の方

から何羽かの鶴を放鳥したりなど、たくさんの

活動が行われていると聞きました。 

私は、そのような活動を通して、周南と出水

がもっともっと仲良くなったらいいなと思いま

す。 

 今回、周南市友好都市訪問団に参加して本当

に良かったです。 

 ありがとうございました。 
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山口県立高森みどり中学校 

１年 福本 高良 
 

 

 ぼくは、出水市でたくさんのことを体験しました。 

 まず、九州新幹線に乗って出水市に行きました。新幹線の中から見る景色はすごく

きれいでした。 

 出水市では、山の上の公園に行きま

した。そこからは、出水市全体が見渡

せる素敵な場所でした。 

 次に、青年の家に移動して、泊まり

ました。青年の家のお風呂はとても気

持ち良かったです。 

 二日目は朝５時半起床で、ぼくにと

っては厳しい時間帯でした。鶴を見に

行くとねぐらに２グループで寝てい

ました。えさまきが終わったら最初は

一羽、二羽、三羽ぐらいだったけど、

すぐに集団で飛び立ち、数えきれない

くらいの数で飛んでいきました。群れで飛んでいく姿は、迫力がありました。 

 このあと、青年の家を出て、戦争

に使っていた戦闘機をしまうため

の倉庨を見に行きました。崩れた建

物もありました。ぼくは普段の生活

の中で、戦争を感じることがなかっ

たので少し怖いと感じました。 

 牛車に乗っての観光は、とてもお

だやかでした。牛がゆっくりと歩く

速さは、心が落ち着きました。 

 夕方からは、民泊先の農家さんに

お世話になりました。そこで、日本

刀や猟銃や磨製石器などを見せて

もらいました。ぼくは初めて見まし

た。日本刀を持たせてもらいました

が、とても重くズッシリと手にひびきました。 

 その翌日に、お茶いり体験をさせてもらいました。まず、玄米を大きな釜でいって、

ポップコーンみたいにはじけてきたら、茶葉を入れて、茶葉が茶色くなるまでいった

ら完成です。自分でいったお茶は、とてもこうばしくて、おいしかったです。 

 この経験はとても楽しい思い出になりました。ありがとうございました。 
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周南市立周陽中学校 

１年 宮田 尚佳 
 

 

出水市に行って万羽ヅルを見たときに、出水市はとてもきれいだからたくさんのツ

ルがいるのだと思いました。八代は土地が少しせまいので、出水市にたくさん行って

いると思いました。一万羽以上のツルが飛び立つ姿は感動しました。八代にもたくさ

んのツルが来てくれるように自分にできることを見つけ、実行したいと思いました。 

 出水市にも戦争のあとがありました。飛行機の滑走路の広さにおどろきました。あ

の一本の長く、広い道を通るときに、

飛行機を操縦している人は、とても

つらかったのではないかと思いま

す。私たちがとても昔のことだと感

じている戦争でも、まだ苦しんでい

る方たちもいらっしゃるというこ

とを忘れてはならないと思いまし

た。回天とは、海と陸ではちがうけ

れど、尊い人の命をうばうものに変

わりはありません。これからの世の

中を平和にし、戦争がおきないよう

にしたいと思いました。 

 その日の昼食はいずみ親子ステ

ーキごはんでした。出水市はにわとりが有名で、このごはんでは、鶏肉を１人１人が

鉄板で焼いて食べるようになっています。また、卵かけごはんのもと「ＴＫＧ」をか

けて卵かけごはんを食べました。出水市の卵は９割が２つの卵黄があるときいて、と

てもおどろきました。 

 民泊体験では、大平さんのお家に行きました。夕ごはんには手伝ってもらいながら、

自分たちでパエリアを作りま

した。おこげがおいしかった

です。また大平さんのお母さ

んの作ってくださったからあ

げがとてもおいしかったです。

寝るときは、はなれの武家屋

しきを改そうしてつくられた

家で寝ました。いろりがあり、

はじめて見たので、すごいな

と思いました。犬のくぅちゃ

んもかわいかったです。 

 また、鹿児島に行って万羽

ヅルをみたいです。ありがと

うございました。 
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周南市立富田中学校 

１年 山下 紗和子 
 

 

 私が友好都市訪問団に参加してみて、印象に残ったことは、ツルの飛び立ちと民泊

体験です。 

 まず、ツルの飛び立ちがとても心に残

りました。最初、田んぼだと思っていた

所が動き出したときはとてもびっくり

しました。飛んで行く姿はとてもきれい

で、周南では見られない多くのツルが飛

んで行く姿をしっかり見ることができ

ました。そして出水市の方々がとてもツ

ルを大切にされていました。中学生の方

やツル博物館の方、民家の方も、ツルに

ついて教えて下さいました。本当にツル

が好きなんだなと思いました。これから

もツルを大切にし、日本からツルが消え

ないようにするべきだと思いました。 

 次に印象に残ったのは、民泊体

験です。とても親切にしてくださ

いました。その中でも、一番心に

残ったのはピザ作りです。大平さ

んの家で育てられていた野菜をた

くさん使い、大平さんが作ったか

まどでやきました。とてもおいし

かったです。そして、自給自足が

できていてすごいなと思いました。

野菜をほったり、生地をこねたり

するのは大変だったけど、とても

楽しかったです。ピザを作ったの

は３日目の昼ごはんでした。２日

目の夕ごはんにパエリアも一緒に

つくりました。優しく教えてもらいながら作りました。とてもおいしかったので、た

くさんおかわりをしました。そして、私たちが泊めていただいた所は、はなれにある

武家屋敷でした。武家屋敷を住みやすくきれいにした所で、いろりなどもありすごか

ったです。 

 私はこの友好都市訪問団に参加してみて、出水市のことを多く学び、周南市のこと

も伝えて帰ることができたと思います。出水市の方々はとても親切にして下さり、と

てもうれしかったです。これからも、友好都市として、出水市を広めていきたいです。 
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山口県立高森みどり中学校 

１年 山下 晴生 
 

 

 今回、訪問団に参加することが決まって、最初どんな感じだろうと丌安しかありま

せんでした。けれど、いざ行ってみるとすぐなじむことができ、その丌安もすぐに消

えました。ツルの飛び立ちや牛車、民泊などそれぞれに深い思い出をつくることがで

きました。このような二度とできない体験をもらえたことに深く感謝したいと思いま

す。そして、僕たちを、迎え入れてくれた出水市の方たちにも感謝したいと思います。 

 今後、このような体験ができる

なら、せっきょく的に参加してい

きたいなと思います。この団に参

加したことによって、鹿児島県だ

けでなく、他県の魅力をもっと知

りたいという興味がわきました。

そして、今回学んだ鹿児島県の魅

力を友人や家族にもつたえたいと

思います。 

 ここからは、自分の思い出に残

ったことです。思い出に残ったの

は四つです。一つ目はツルの飛び

立ちです。朝一番にツルがいっせ

いに飛び立つしゅんかんは、最高

でした。二つ目は、牛車です。牛車では運よく先頭に座らせてもらいました。牛の歩

くところを間近で見ることができて良かったと思います。三つ目は武家やしきです。

当時そこに住んでいた人が、どのような生活をしていたのかがよく分かる説明でとて

もおもしろいなと感じました。

そして、最後に四つ目です。

四つ目は、民泊です。民泊し

た家の方に、鹿児島のおいし

い食べ物を教えてもらったり、

その家の土地でとれた石器な

どを見せてもらったりして、

一番思い出に残りました。 

最後にこのような思い出や

学んだことをたくさんの人に

つたえていきたいと思いまし

た。
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つるのしんの歓迎 

座禅体験 

青年の家（男子部屋） 

特攻碑公園 

つるのしんとのお別れ 

親子ステーキごはん 

ツルクラブの皆さんと一緒に 

出水市職員さんと一緒に 
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